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５
月
１
日
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
新
富
町

議
会
議
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
町
民
の
皆
様
の
信
託

に
応
え
る
べ
く
全
力
で
職
責
を
果
た
す
所
存

で
す
。
現
在
、
新
田
原
基
地
へ
の
Ｆ
35
Ｂ
戦

闘
機
配
備
に
伴
う
「
垂
直
着
陸
訓
練
」
、
と

り
わ
け
「
夜
間
訓
練
」
の
実
施
に
つ
い
て
、

全
議
員
で
見
直
し
を
強
く
求
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
町
民
の
皆
様
の
心
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
訓
練
の
最
小
化
を
粘
り
強
く
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
運
営
に
お
い
て
は
、
執
行
部
に
対
し

　

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜

り
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に

余
る
大
任
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
は
議
長
を
補
佐
し
つ
つ
、
多

様
な
立
場
や
ご
意
見
を
尊
重
し
、
よ
り
開
か

れ
た
議
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
誠
心
誠
意

取
り
組
み
、
女
性
の
視
点
で
町
民
の
皆
様
と

の
対
話
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
信
頼
さ
れ
る

議
会
づ
く
り
に
尽
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
何
卒
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

　
委
員
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員

で
構
成
さ
れ
、
委
員
会
に
は
議
長

も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し

ま
す
。
議
会
の
活
性
化
に
関
す
る

調
査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。
『
議

員
と
語
ろ
う
会
』
の
企
画
、
運
営

を
行
う
の
も
こ
の
委
員
会
に
な
り

ま
す
。

　
【
委
員
長
】

　
　
　
　
◎
小
山　
早
苗

　
【
副
委
員
長
】

　
　
　
　
○
石
﨑　
俊
二

　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
、

会
議
規
則
、
委
員
会
条
例
に
関
す

る
こ
と
、
議
長
の
諮
問
に
関
す
る

事
項
等
を
調
査
し
、
円
滑
な
議
会

運
営
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
所
属
議
員
】
※
写
真
右
か
ら

　
石
﨑　
俊
二

○
大
木　
俊
二(

副
委
員
長)

◎
吉
田　
貴
行(

委
員
長)

　
小
山　
早
苗

　
松
浦　
美
緒

小　
山　
早　
苗

阿　
萬　
誠　
郎

副
議
長

議

長

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
新
体
制

議長・副議長就任あいさつ

新富町議会　新体制でスタート

丁
寧
な
説
明
を
求
め
、
妥
協
な
き
議
論
を
重
ね
つ
つ
、
年
に
一
度
の
「
議
員

と
語
ろ
う
会
」
を
は
じ
め
、
町
民
の
声
を
受
け
止
め
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
情

報
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
我
々
は
「
地
方
自
治
の
最
前
線
」
に
立
ち
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な

ど
、
逃
れ
ら
れ
な
い
社
会
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
も
懸

命
に
暮
ら
す
町
民
の
姿
を
受
け
止
め
、
「
生
業
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」

に
向
け
て
議
員
一
丸
と
な
り
、
執
行
部
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
歩
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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行
政
一
般
、
財
政
、
農
林
水
産

業
、
商
工
業
、
水
道
事
業
、
土
木

に
関
す
る
事
項
及
び
他
の
常
任
委

員
会
に
属
さ
な
い
事
項
を
所
管
と

す
る
委
員
会
で
す
。

【
所
属
議
員
】
※
写
真
右
か
ら

　
今
村　
行
信

　
吉
田　
貴
行

○
揖
斐　
兼
久(

副
委
員
長)

◎
石
﨑　
俊
二(

委
員
長)

　
出
口　
喜
重
郎

　
阿
萬　
誠
郎

　
新
田
原
基
地
周
辺
の
生
活
環
境

等
の
改
善
や
、
基
地
問
題
の
調
査

研
究
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
諸
問

題
改
善
に
向
け
要
望
活
動
を
行
い

ま
す
。

【
所
属
議
員
】
※
写
真
右
か
ら

　
三
浦　
千
尋

○
石
﨑　
俊
二(

副
委
員
長)

◎
今
村　
行
信(

委
員
長)

　
揖
斐　
兼
久　

　
出
口　
喜
重
郎

　
教
育
、
民
生
、
労
働
及
び
保
健

衛
生
に
関
す
る
事
項
を
所
管
と
す

る
委
員
会
で
す
。

【
所
属
議
員
】
※
写
真
右
か
ら

　
三
浦　
千
尋

　
大
木　
俊
二

◎
松
浦　
美
緒(

委
員
長)

○
羽
田
野　
治(

副
委
員
長)

　
小
山　
早
苗

　

　
議
会
広
報
誌
『
新
富
町
議
会
だ

よ
り
』
の
編
集
・
発
行
を
行
い
ま

す
。

【
所
属
議
員
】
※
写
真
右
か
ら

　
今
村　
行
信

　
石
﨑　
俊
二

◎
羽
田
野　
治(

委
員
長)

○
小
山　
早
苗(

副
委
員
長)

　
松
浦　
美
緒

　
揖
斐　
兼
久　

総
務
産
業
常
任
委
員
会

基
地
対
策
特
別
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

監査委員：松浦　美緒

議
会
新
体
制
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ス
マ
ホ
で
視
聴

　で
き
ま
す
▼

石
いし

㟢
ざき

　 俊
しゅん

二
じ

議員

小
・
中
学
校
に
お
け
る
不
審

者
侵
入
対
策
は

監
視
カ
メ
ラ
設
置
や
避
難

指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る

教育長

 

問 　
２
０
０
１
年
、
大
阪
教
育
大

附
属
池
田
小
学
校
で
、
校
舎
に
侵
入

し
た
男
に
よ
り
児
童
・
職
員
が
殺
傷

さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
あ

っ
た
。
あ
れ
か
ら
24
年
が
経
過
し
た

が
、
未
だ
に
校
舎
内
へ
の
侵
入
者
に

よ
る
暴
力
、
傷
害
事
件
が
発
生
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
想
定
し
た

本
町
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

 

教
育
長 　
校
舎
の
全
て
の
出
入
り

口
、
校
門
、
校
庭
を
監
視
す
る
監
視

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

校
舎
内
出
入
り
口
を
制
限
し
、
訪
問

者
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ほ
か
、
「
さ
す

ま
た
」
や
「
呼
び
笛
」
の
常
設
、
児

童
生
徒
へ
の
避
難
指
導
を
実
施
し
て

い
る
。

 

問 　
実
際
の
訓
練
や
指
導
の
内
容

は
。

 

教
育
長 　
各
学
校
で
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
不
審
者
対
応

の
項
目
を
設
け
て
い
る
。
そ
れ
に
基

づ
き
訓
練
を
行
い
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
タ
ー
や
警
察
と
も
連
携
し
、
指
導

を
受
け
て
い
る
。
「
さ
す
ま
た
」
に

つ
い
て
は
、
不
審
者
を
押
さ
え
つ
け

る
の
で
は
な
く
、
防
御
し
な
が
ら
児

童
生
徒
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
消
火
器
を
使
用
し

て
不
審
者
の
動
き
を
封
じ
る
こ
と
も

有
効
で
あ
る
。

 

問 　
い
わ
ゆ
る
「
不
登
校
」
と
呼

ば
れ
る
子
ど
も
た
ち
へ
支
援
体
制
は

十
分
か
。
ま
た
本
町
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

 

教
育
長 　
支
援
の
新
た
な
形
と
し

て
、
児
童
生
徒
が
自
ら
時
間
割
や
居

場
所
を
決
め
る
な
ど
、
従
来
の
「
み

ん
な
一
緒
に
」
と
い
う
学
校
文
化
を

見
直
し
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
、
互

い
に
認
め
合
う
学
校
文
化
を
形
成
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
本

町
で
は
、
該
当
す
る
児
童
生
徒
が
自

分
の
気
持
ち
や
体
調
、
関
心
に
応
じ

た
時
間
割
を
作
成
し
、
教
室
以
外
の

居
場
所
を
選
択
す
る
ほ
か
、
個
別
指

導
、
プ
リ
ン
ト
学
習
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

学
習
を
自
主
的
に
工
夫
し
て
い
る
。

特
に
、
「
自
分
で
決
め
た
」
「
自
分

で
で
き
た
」
「
自
分
が
認
め
ら
れ

た
」
「
自
分
の
居
場
所
が
あ
る
」
と

い
う
４
つ
の
実
感
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
支
援
を
進
め
て
い
る
。

 

問 　
Ｆ
35
Ｂ
は
今
年
度
中
に
確
実

に
配
備
さ
れ
る
。
以
前
か
ら
要
望
し

て
い
る
垂
直
着
陸
の
デ
モ
フ
ラ
イ
ト

は
、
配
備
前
に
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

 

町
長 　
配
備
前
に
、
で
き
る
限
り

早
い
段
階
で
、
住
民
に
騒
音
を
体
感

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
音

を
確
認
し
た
上
で
、
可
否
を
判
断
し

た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、
引
き
続

き
要
望
し
て
い
く
。

学
校
へ
行
け
な
い
子
ど
も
た

ち
に
つ
い
て

新
田
原
基
地
問
題
に
つ
い
て

一
般
質
問

その行動、カメラが見ている

新田原基地でのデモフライトは実現できるのか
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ス
マ
ホ
で
視
聴

　で
き
ま
す
▼

出
で

口
ぐち

 喜
き

重
じゅう

郎
ろう

議員

三
期
目
の
町
政
挑
戦
は

熟
慮
の
末
、
挑
戦
を
決
意

し
た

町　長

 

問 　
二
期
目
の
公
約
の
達
成
感
に

つ
い
て
。

 

町
長 　
二
期
目
の
就
任
に
あ
た
り
、

「
子
や
孫
た
ち
が
帰
っ
て
き
た
く
な

る
町
づ
く
り
」
を
信
条
と
し
、
一
期

目
か
ら
の
取
組
を
深
化
・
発
展
さ
せ

る
た
め
、
六
つ
の
基
本
政
策
を
柱
と

し
て
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
べ
く
、

町
政
の
発
展
に
尽
力
し
て
き
た
。

 

問 　
三
期
目
の
町
政
挑
戦
は
。

 

町
長 　
多
選
に
は
否
定
的
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
が
、
周
囲
か
ら
出
馬

要
請
を
受
け
た
。
Ｆ
35
Ｂ
の
受
け
入

れ
を
決
定
し
、
垂
直
着
陸
訓
練
に
つ

い
て
の
交
渉
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
段

階
で
あ
る
。
責
任
を
持
っ
て
町
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
問 　
備
蓄
米
放
出
に
つ
い
て
連
日

報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
町
内
の
作
付

面
積
の
変
化
は
。

 

町
長 　
町
内
作
付
面
積
は
令
和
４

年
が
３
７
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
令
和
５

年
が
３
５
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
令
和
６

年
が
３
３
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て

い
る
。

 

問 　
小
規
模
農
家
ほ
ど
赤
字
幅
が

大
き
い
現
状
に
対
し
、
今
後
農
地
集

積
を
推
進
し
、
大
規
模
な
稲
作
農
家

を
育
て
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

 

町
長 　
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通

じ
て
耕
作
を
行
う
農
家
へ
圃
場
の
斡

旋
な
ど
、
耕
作
者
へ
配
慮
し
た
農
地

の
集
約
化
や
作
業
効
率
化
に
つ
な
げ

る
。
ま
た
、
地
域
の
中
心
と
な
る
人

物
を
育
成
し
、
担
い
手
と
な
る
団
体

を
地
域
内
で
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
の
農
業
政
策
に
お
い
て
重
要
で

あ
る
。

 

問 　
稲
作
農
家
の
育
成
と
持
続
可

能
な
稲
作
経
営
に
対
す
る
町
の
プ
ラ

ン
は
。

 

町
長 　
基
盤
整
備
を
し
っ
か
り
と

行
い
、
圃
場
を
広
く
確
保
し
、
機
械

が
入
り
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
で
効
率
化
を
図
る
。
食
べ
る
こ
と
、

作
る
こ
と
の
両
面
を
考
慮
し
、
総
合

的
に
米
農
家
を
支
え
る
政
策
を
推
進

す
る
。

 

問 　
米
や
野
菜
に
限
ら
ず
、
価
格

が
少
し
で
も
上
昇
す
る
と
連
日
報
道

さ
れ
る
が
、
生
産
者
の
視
点
に
立
っ

た
メ
デ
ィ
ア
対
策
の
方
針
は
あ
る
か
。

 

町
長 　
人
件
費
や
資
材
代
な
ど
高

騰
す
る
中
で
農
作
物
が
生
産
さ
れ
て

い
る
現
状
を
、
積
極
的
に
広
報
し
て

い
き
た
い
。

 

問 　
稲
作
農
家
へ
の
助
成
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

 

町
長 　
能
力
の
高
い
機
械
へ
の
更

新
を
支
援
す
る
助
成
を
行
う
。

 

問 　
年
間
を
通
し
て
観
光
農
園
が

で
き
る
施
設
に
つ
い
て
、
町
長
の
考

え
は
。

 

町
長 　
場
所
と
費
用
を
ど
う
決
め

て
確
保
す
る
の
か
検
討
し
て
い
く
。

水
稲
栽
培
へ
の
施
策
は

一
般
質
問

三
納
代
北
側
エ
リ
ア
の
利
用

は

集約と効率化が未来を切り開く

交流人口の滞在を促す施設を
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ス
マ
ホ
で
視
聴

　で
き
ま
す
▼

松
まつ

浦
うら

　 美
み

緒
お

議員

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は

昨
年
度
初
め
て
20
億
円
を

超
え
た

町　長
 

問 　
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は
。

 

町
長 　
昨
年
度
は
本
町
と
し
て
初

め
て
寄
付
額
が
20
億
円
を
超
え
、

21
億
４
１
４
０
万
５
３
０
９
円
と
な

っ
た
。
寄
付
件
数
も
７
万
件
を
超
え
、

令
和
５
年
度
と
比
較
し
て
１
万
件
以

上
増
加
し
て
い
る
。

 

問 　
昨
年
度
好
調
だ
っ
た
要
因
と

返
礼
品
の
種
類
と
し
て
多
い
も
の
は
。

 

町
長 　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
７
件

増
や
し
た
こ
と
が
寄
付
額
増
加
の
要

因
で
あ
る
。
返
礼
品
と
し
て
寄
付
額

が
最
も
多
い
の
は
「
う
な
ぎ
」
で
、

全
体
の
約
半
分
を
占
め
る
。
次
い
で

「
マ
ン
ゴ
ー
」
や
「
ラ
イ
チ
」
な
ど

の
果
物
が
約
３
割
、
続
い
て
「
卵
」

が
選
ば
れ
て
い
る
。

 

問 　
ふ
る
さ
と
納
税
は
本
町
に
と

っ
て
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
と
目
標
額
を
伺
う
。

 

町
長 　
今
年
度
は
６
月
か
ら
ガ
バ

メ
ン
ト
・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
開
始
予
定
で
あ
る
。
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
百
足
塚
の

埴
輪
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
寄

付
を
募
る
。
ま
た
、
７
月
か
ら
Ｊ
Ａ

Ｌ
ふ
る
さ
と
納
税
の
導
入
を
含
め
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
拡
充
す
る
予
定

で
あ
る
。
大
型
事
業
の
推
進
も
視
野

に
入
れ
、
目
標
額
を
30
億
円
程
度
に

設
定
す
る
。

 

問 　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
額
に
つ
い
て
、
町
村
の
中
で
九

州
・
宮
崎
県
で
何
番
目
か
。

 

町
長 　
九
州
内
で
は
令
和
３
年
度

が
２
位
、
令
和
４
年
度
・
令
和
５
年

度
は
１
位
で
あ
る
。
県
内
町
村
で
は

３
年
連
続
で
１
位
を
維
持
し
て
い
る
。

 

問 　
上
位
を
維
持
し
て
い
る
要
因

は
。

 
町
長 　
職
員
の
努
力
と
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
の
成
果
が
要
因
と
考
え
る
。

企
業
と
協
力
し
、
新
富
町
の
課
題
を

掘
り
下
げ
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
要
因

の
一
つ
で
あ
る
。

 

問 　
一
般
事
業
所
の
合
理
的
配
慮

の
義
務
化
に
お
け
る
本
町
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

 

町
長 　
令
和
５
年
度
か
ら
「
新
富

町
商
工
業
振
興
補
助
金
」
に
よ
り
、

町
内
事
業
所
の
合
理
的
配
慮
を
目
的

と
し
た
設
備
投
資
費
の
一
部
を
補
助

し
て
い
る
。
補
助
率
は
３
分
の
２
、

上
限
額
は
30
万
円
で
あ
り
、
簡
易
ス

ロ
ー
プ
や
手
す
り
、
点
字
メ
ニ
ュ
ー

作
成
な
ど
が
対
象
と
な
る
。
現
在
の

実
績
は
１
件
で
あ
る
。

 

問 　
今
後
の
取
り
組
み
と
周
知
方

法
に
つ
い
て
。

 

町
長 　
商
工
会
と
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
、
周
知
を
図
る
。
ま

た
、
商
工
会
に
対
し
合
理
的
配
慮
に

関
す
る
研
修
会
の
開
催
を
要
請
し
て

い
き
た
い
。 

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

ふ
る
さ
と
納
税
及
び
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

一
般
質
問

ポータルサイトの拡充

返礼品人気ランキング

小さな配慮で、大きな笑顔
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ス
マ
ホ
で
視
聴

　で
き
ま
す
▼

揖
い

斐
び

　 兼
かね

久
ひさ

議員

Ｆ
35
Ｂ
関
連
の
今
後
の
進
め

方
は方

針
変
更
は
、
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
確
固
た
る
信
念
を
持
っ
て
交

渉
す
る

町　長

 

問 　
Ｆ
35
Ｂ
関
連
の
住
民
説
明
会

に
対
す
る
意
見
の
集
約
及
び
今
後
の

進
め
方
は
。

 

町
長 　
訓
練
方
針
の
変
更
に
関
し

て
国
に
対
す
る
不
信
感
が
強
く
、
夜

間
訓
練
や
騒
音
問
題
へ
の
不
満
、
防

音
工
事
の
基
準
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
訓
練
方

針
の
変
更
は
環
境
問
題
と
し
て
捉
え
、

強
く
交
渉
し
て
い
く
。

 

問 　
新
田
原
基
地
で
垂
直
着
陸
の

デ
モ
フ
ラ
イ
ト
を
調
整
し
て
ほ
し
い
。

 

町
長 　
実
現
で
き
る
よ
う
に
調
整

し
て
い
く
。

 

問 　
整
備
拠
点
の
誘
致
に
関
す
る

現
在
の
動
き
は
。
今
年
中
に
防
衛
施

設
庁
等
に
要
望
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

 
町
長 　
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
関

係
機
関
と
確
認
を
取
り
な
が
ら
検
討

し
て
い
る
。
引
き
続
き
実
現
性
を
考

慮
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
く
。

 

問 　
こ
の
件
に
関
し
て
一
番
重
要

な
こ
と
は
。

 

町
長 　
地
元
住
民
の
理
解
を
得
る

こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

 

問 　
防
音
工
事
の
実
態
は
。

 

町
長 　
令
和
７
年
５
月
末
時
点
で

希
望
届
の
数
は
約
３
６
０
世
帯
で
あ

る
。
約
１
０
０
世
帯
が
完
了
し
、
約

30
世
帯
が
工
事
中
で
あ
る
。
限
度
額

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く
。

 

問 　
希
望
者
の
割
合
が
約
36
％
と

少
な
い
と
感
じ
る
。
今
後
の
た
め
に

も
、
希
望
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

見
積
も
り
が
出
た
段
階
で
工
事
を
実

施
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
て
ほ
し
い
。

 

町
長 　
引
き
続
き
周
知
を
図
っ
て

い
く
。

 

問 　
今
年
度
の
防
災
訓
練
の
予
定

は
。

 

町
長 　
津
波
浸
水
被
害
想
定
区
域

に
あ
る
各
地
区
の
一
斉
避
難
等
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
障
が
い
者
を
対

象
と
し
た
避
難
者
受
け
入
れ
訓
練
等

を
計
画
す
る
。

 

問 　
新
富
町
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
は
。

 

町
長 　
常
に
見
直
し
を
行
い
、
計

画
に
反
映
し
て
い
る
。
今
後
は
、
災

害
対
策
基
本
法
の
改
正
案
を
受
け
て

計
画
を
見
直
す
。

 

問 　
農
地
中
間
管
理
機
構
の
位
置

づ
け
は
。

 

町
長 　
農
地
の
集
積
・
集
約
を
進

め
る
こ
と
が
業
務
で
あ
る
。
農
地
の

貸
借
や
売
買
は
中
間
管
理
機
構
を
通

じ
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

 

問 　
町
内
に
お
け
る
農
地
バ
ン
ク

の
実
績
は
。

 

町
長 　
町
内
の
集
積
率
は
約
24
％

で
あ
る
。

 

問 　
教
員
の
定
数
は
満
た
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
町
独
自
の
配
置

は
。

 

教
育
長 　
加
配
を
含
め
た
県
の
教

員
定
数
は
満
た
さ
れ
て
い
る
。
町
独

自
に
特
別
支
援
教
育
支
援
員
や
学
力

向
上
補
助
教
員
等
を
配
置
し
て
い
る
。

 

問 　
適
応
指
導
教
室
指
導
員
が
１

名
と
い
う
の
は
少
な
い
の
で
は
な
い

か
。

 

教
育
長 　
検
討
す
る
。

一
般
質
問

宮
崎
県
農
地
中
間
管
理
機
構

に
つ
い
て

防
災
、
危
機
管
理
に
つ
い
て

学
校
教
育
関
連
に
つ
い
て

垂直着陸の様子

工事の早期着工を


